
造山古墳／岡山市

平和記念公園／広島市

「火の鳥」とコラボした道後温泉本館

　　　　　　　　　　　　　／松山市

瀬戸内国際芸術祭・男木交流館／高松市

　わだ・りょう　１９６９（昭和�）年大

阪府生まれ。早稲田大政治経済学部卒。

２００３（平成�）年、映画脚本「忍ぶの

城」で城戸賞を受賞。�年、同作を小

説化した「のぼうの城」で作家デビュ

ー。直木賞候補となり、映画化（�年

公開）された。�年「村上海賊の娘」

で吉川英治文学新人賞と本屋大賞をダ

ブル受賞。他の著作に「忍びの国」「小

太郎の左腕」。

　
岡
山
、
広
島
、
高
松
、
松
山
市
で
つ
く
る
「
瀬
戸
内
４
県
都
市
長
会
」
は
�
月
�
日
、
山
陽

新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
北
区
柳
町
）
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。
第
１
部
で

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
「
村
上
海
賊
の
娘
」
の
著
者
・
和
田
竜
氏
の
講
演
が
あ
り
、
今
治
市
村
上

海
賊
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
愛
媛
県
）
学
芸
員
の
田
中
謙
氏
を
進
行
役
に
、
戦
国
時
代
に
瀬
戸
内
海

を
広
く
支
配
し
た
村
上
海
賊
と
４
都
市
の
関
わ
り
や
エ
リ
ア
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
ま
し
た
。

第
２
部
は
４
市
長
が
登
壇
し
、
自
治
体
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
同
会
は
瀬

い

戸
内
海
を
囲
む
中
四
国
４
県
都
が
協
力
し
、
観
光
振
興
を
は
じ
め
、
互
い
の
特
性
を
活
か
し
て

相
乗
効
果
を
発
揮
し
よ
う
と
２
０
１
５
年
度
に
設
立
さ
れ
、
連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
―
今
日
は
瀬
戸
内
４
県
都
市
長
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
こ
と
で
、
小
説
「
村
上

海
賊
の
娘
」
と
４
都
市
と
の
関
わ
り
か
ら

瀬
戸
内
の
地
域
性
や
、
和
田
さ
ん
か
ら
見

た
魅
力
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
私
の
小
説
は
関
東
で
は
「
の
ぼ
う
の

城
」
、
中
四
国
だ
と
「
村
上
海
賊
の
娘
」

が
圧
倒
的
に
読
ま
れ
て
い
る
。
岡
山
で
は

「
の
ぼ
う
の
城
」
を
読
ん
だ
方
も
多
い
と

か
。

お
し
じ
ょ
う

　
―
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
忍
城
（
埼
玉
県

行
田
市
）
と
並
び
「
日
本
三
大
水
攻
め
」

の
備
中
高
松
城
（
岡
山
市
北
区
）
が
あ
る

こ
と
が
理
由
の
一
つ
か
も
。
３
０
０
万
部

を
超
え
る
「
村
上
海
賊
の
娘
」
誕
生
の
背

景
や
、
海
賊
と
の
出
合
い
は
。

　
小
説
は
天
正
４
年
（
１
５
７
６
）
年
、

一
向
宗
の
拠
点
・
大
坂
本
願
寺
を
攻
め
た

織
田
信
長
の
軍
を
、
本
願
寺
を
救
援
し
た

毛
利
軍
が
村
上
海
賊
を
率
い
て
破
っ
た
第

一
次
木
津
川
合
戦
を
題
材
に
し
て
い
る
。

　
私
は
大
阪
生
ま
れ
だ
が
、
父
の
転
勤
に

伴
い
生
後
３
カ
月
か
ら
中
学
２
年
ま
で
広

島
市
内
で
暮
ら
し
た
。
両
親
と
県
内
の
名

所
旧
跡
を
巡
る
中
で
、
因
島
に
海
賊
が
い

た
こ
と
を
知
り
「
か
っ
こ
い
い
な
」
と
。

歴
史
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
、
ぜ
ひ

村
上
海
賊
を
取
り
上
げ
た
く
な
っ
た
。

　
―
次
に
４
都
市
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や

小
説
と
の
関
わ
り
、
魅
力
、
取
材
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
伺
い
し
た
い
。

　
小
説
の
登
場
人
物
で
い
う
と
、
広
島
県

の

み

は
毛
利
氏
の
家
臣
乃
美
宗
勝
の
居
城
・
賀

儀
城
跡
が
竹
原
市
に
あ
り
、
児
玉
就
英
の

草
津
城
跡
（
広
島
市
西
区
）
も
あ
る
。

き
ょ
う

　
―
村
上
海
賊
の
娘
・
景
は
能
島
村
上
の

出
身
で
、
能
島
、
来
島
の
両
村
上
は
伊
予

河
野
氏
の
家
臣
。
松
山
市
に
つ
い
て
は
。

　
連
載
時
に
作
家
の
ま
ね
事
を
し
た
い

と
、
漱
石
も
泊
ま
っ
た
道
後
温
泉
の
旅
館

「
ふ
な
や
」
に
１
週
間
滞
在
し
原
稿
を
書

い
た
。
毛
利
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
河

ゆ

づ

き

野
氏
の
居
城
・
湯
築
城
跡
も
近
く
に
あ

り
、
執
筆
の
合
間
に
訪
れ
た
。

　
高
松
市
は
４
都
市
の
中
で
妻
が
最
も
好

き
な
街
。
う
ど
ん
好
き
な
も
の
で
。
小
説

の
関
連
で
い
う
と
、
江
戸
時
代
に
脚
光
を

浴
び
る
讃
岐
の
塩
飽
衆
を
能
島
村
上
が
支

配
下
に
置
い
て
い
た
。

私
は
村
上
海
賊
を
、

瀬
戸
内
海
を
支
配
す
る
一
大
勢
力
と
し
て

描
き
た
か
っ
た
の
で
、
そ
の
資
料
を
見
つ

け
た
と
き
は
や
っ
た
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
。

　
岡
山
市
は
広
島
に
住
ん
で
い
た
頃
、
岡

山
城
な
ど
に
連
れ
て
来
て
も
ら
い
、
懐
か

し
い
思
い
出
が
多
い
所
だ
。

　
―
和
田
さ
ん
が
「
村
上
海
賊
の
娘
」
で

本
当
は
取
り
上
げ
た
か
っ
た
が
、
泣
く
泣

く
削
っ
た
人
物
が
岡
山
の
人
だ
と
か
。

　
宇
喜
多
家
の
重
臣
・
戸
川
秀
安
で
、
家

臣
に
殉
死
を
求
め
た
直
家
を
い
さ
め
た
。

直
家
は
謀
略
・
裏
切
り
の
人
で
、
そ
う
い

う
主
君
に
直
言
で
き
る
武
将
が
第
一
次
木

津
川
合
戦
に
参
戦
し
て
い
た
こ
と
を
盛
り

込
め
ば
ス
ト
ー
リ
ー
が
膨
ら
み
面
白
い
と

思
っ
た
が
、
複
雑
に
な
り
過
ぎ
る
と
割
愛

し
た
。
も
う
一
人
、
笠
岡
城
主
で
能
島
村

上
系
列
の
村
上
景
広
も
参
戦
し
武
勇
伝
が

残
っ
て
い
る
。
超
人
的
な
人
物
と
し
て
描

き
た
か
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
村
上
海
賊
は

因
島
、
能
島
、
来
島
の
３
家
に
分
か
れ
て

お
り
、
３
家
に
親
戚
筋
の
景
広
を
加
え
る

と
わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
、
あ
き
ら
め

た
。

　
―
岡
山
と
村
上
海
賊
と
の
関
係
は
深

も

と

ぶ

と

く
、
倉
敷
市
の
本
太
城
に
陣
を
敷
い
て
三

好
氏
の
侵
攻
を
防
い
で
い
る
。
和
田
さ
ん

は
瀬
戸
内
の
埋
も
れ
た
歴
史
に
関
心
を
寄

せ
、
小
説
に
取
り
上
げ
た
。
最
後
に
歴
史

小
説
家
か
ら
見
た
瀬
戸
内
の
魅
力
と
は
。

　
瀬
戸
内
の
歴
史
で
は
海
の
道
を
通
じ
て

攻
め
込
む
と
い
っ
た
こ
と
が
頻
繁
に
起
こ

る
。
大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
陸
戦
の
シ

ー
ン
と
は
異
な
る
新
鮮
味
、
意
外
さ
が
瀬

戸
内
の
歴
史
小
説
を
書
く
と
き
の
魅
力
だ

と
思
う
。

　
広
島
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
あ
ま
り
海

を
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
「
村
上

海
賊
の
娘
」
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
、
海

辺
の
高
台
に
あ
る
賀
儀
城
跡
か
ら
四
国
を

眺
め
た
と
き
、
島
が
連
な
り
庭
園
の
よ
う

だ
っ
た
。
太
平
洋
の
広
大
さ
や
、
日
本
海

せ
き
り
ょ
う

の
い
い
意
味
で
の
寂
寥
感
と
も
違
う
魅
力

が
あ
る
。
中
四
国
地
方
が
海
で
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
は
薄
い
が
、
歴
史
的

に
も
海
上
交
通
を
通
じ
て
強
く
結
び
付
い

て
い
た
。
そ
う
し
た
瀬
戸
内
の
魅
力
、
面

白
さ
を
発
信
す
る
余
地
は
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
る
。

　
大
森
氏
　
本
会
は
こ
の
５
年

間
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
客
）
を
対
象
に
瀬
戸
内
４
都
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
。
マ
レ

ー
シ
ア
、
タ
イ
へ
の
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、
２
０
１
８
、

�
年
度
は
香
港
の
旅
行
専
門
誌
記

者
に
取
材
し
て
も
ら
っ
た
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
な

ど
で
紹
介
で
き
た
。
本
年
度
は
主

に
欧
米
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
、
世
界
的
な
旅
行
予
約
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。
連
携
に

よ
り
魅
力
度
が
増
し
、
効
果
的
な

発
信
が
で
き
た
こ
と
で
４
都
市
の

外
国
人
宿
泊
者
数
は
昨
年
度
ま
で

大
き
く
伸
び
た
。

　
大
西
氏
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
が
収
束
す
れ
ば
観
光
が
主
流

に
戻
っ
て
く
る
。
昨
年
開
か
れ
た

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
来
場
者
約

１
２
０
万
人
の
４
分
の
１
は
外
国

人
で
、
瀬
戸
内
の
島
々
に
現
代
ア

ー
ト
を
見
に
や
っ
て
来
た
。
〝
瀬

戸
内
ブ
ラ
ン
ド
〟
が
だ
ん
だ
ん
国

際
的
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。

　
松
井
氏
　
瀬
戸
内
海
の
歴
史
を

共
有
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化

の
中
で
も
ま
ち
が
元
気
で
あ
り
続

け
る
た
め
、
そ
し
て
地
方
分
権
を

実
践
す
る
た
め
本
会
が
で
き
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
一
定
の
成
果
が

で
て
き
て
お
り
、
広
島
市
は
「
平

和
」
の
象
徴
と
し
て
欧
米
な
ど
に

認
知
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
を
踏
ま
え
、
私
は
〝
足
場
の
観

光
〟
を
促
し
た
い
。
広
島
の
奥
座

敷
・
湯
来
地
区
は
温
泉
が
あ
り
ハ

イ
キ
ン
グ
や
古
民
家
体
験
を
楽
し

め
る
。
特
色
あ
る
ロ
ー
カ
ル
エ
リ

め

ア
を
お
互
い
に
巡
っ
て
愛
で
る
取

り
組
み
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
野
志
氏
　
大
森
市
長
の
発
案

で
、
瀬
戸
内
海
を
囲
む
４
県
都
で

市
長
会
を
設
立
し
た
の
は
画
期
的

な
こ
と
。
第
１
回
会
議
を
松
山
市

の
道
後
温
泉
本
館
で
開
催
で
き
光

栄
だ
っ
た
。
松
山
市
も
昨
年
、
外

国
人
観
光
客
数
が
７
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
反
転
攻
勢
へ
、
本
年
度
作

成
し
た
外
国
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
情
報
発
信
は
役
に
立
つ
。
相
乗

効
果
を
生
む
４
都
市
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
瀬
戸
内
全
体
が
発

展
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
大
森
氏
　
村
上
海
賊
が
日
本
全

体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の

お

も

か

じ

が
い
く
つ
か
あ
る
。
「
面
舵
」

「
取
り
舵
」
は
村
上
海
賊
か
ら
伝

わ
る
船
の
用
語
だ
。
私
た
ち
も
村

上
海
賊
に
負
け
ず
に
情
報
発
信
を

し
て
い
き
た
い
。
岡
山
市
の
人
口

は
�
万
人
だ
が
、
８
市
５
町
の
岡

山
連
携
中
枢
都
市
圏
で
み
れ
ば
１

１
７
万
人
。
４
都
市
の
連
携
を
瀬

戸
内
エ
リ
ア
全
体
「
瀬
戸
内
圏
」

に
展
開
す
れ
ば
取
り
組
み
の
効
果

が
上
が
る
。
自
治
体
連
携
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
松
井
氏
　
広
島
市
は
�
市
町
で

人
口
２
０
０
万
人
超
の
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。
瀬

戸
内
圏
も
同
様
に
、
ヒ
ト
、

モ
ノ
、

カ
ネ
、
情
報
の
循
環
の
う
ね
り
を

生
み
出
し
、
人
々
が
「
こ
の
地
に

住
み
続
け
た
い
」
と
思
う
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
切
。

観
光
振
興
と
販
路
拡
大
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
｜
こ
の
三
つ
の

目
標
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
〝
一
石

三
鳥
〟
だ
。

　
野
志
氏
　
６
市
町
の
松
山
圏
域

で
は
昨
年
度
、
「
ひ
ろ
し
ま
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し

た
り
、
東
京
で
合
同
の
移
住
・
お

仕
事
相
談
会
を
開
催
し
た
り
し

た
。
瀬
戸
内
圏
の
形
成
に
向
け
て

は
、
共
通
す
る
部
分
を
中
心
に
で

き
れ
ば
。
本
会
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
て
観
光
分
野
か
ら
連

携
を
始
め
、
分
野
を
増
や
し
て
い

っ
て
は
ど
う
か
。

　
大
西
氏
　
瀬
戸
・
高
松
広
域
連

携
中
枢
都
市
圏
は
島
し
ょ
部
を
含

む
８
市
町
で
頑
張
っ
て
い
る
。
こ

の
瀬
戸
内
４
県
都
市
長
会
も
自
治

体
連
携
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

次
期
幹
事
と
し
て
来
年
度
事
業
を

２
件
提
案
す
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
お
い
て
、
一
つ
は
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
へ
の

人
材
還
流
を
実
現
す
る
方
策
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
。
二
つ
め
は
国

内
向
け
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
。
絶
景
・
体
験
・
美
食
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
３
６
０
度
Ｖ
Ｒ

（

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

映

像
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
。

　
大
森
氏
　
歴
史
は
理
解
さ
れ
れ

ば
さ
れ
る
ほ
ど
魅
力
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
造
山
古
墳
の
よ
う

な
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
時
代

の
話
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
。
歴
史
・

文
化
を
よ
り
掘
り
下
げ
て
行
う
連

携
も
面
白
い
。


